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人口のうごき

出生 60人

死亡 34人

婚姻 28件

離婚 6件

一

3
月
定
例
市
議
会
は
、
去
る
け
日
招
集
開
会
さ
れ
、
会
期
を
叩
日
間
と
定
め

一
昭
和
初
年
度
一
般
特
別
会
計
各
予
算
案
な
ど
三
十
六
議
案
を
一
括
上
程
し
、
市

一
長
よ
り
市
政
方
針
に
あ
わ
せ
て
議
案
説
明
が
あ
り
、
各
議
員
よ
り
代
表
質
問
、

…
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
更
に
追
加
提
案
の
同
意

一
件
お
よ
び
議
員
提
案
の
国
鉄

一
運
賃
、
郵
便
料
金
な
ど
の
値
上
げ
反
対
に
関
す
る
意
見
書

一
件
な
ら
び
に
昭
和

一
白
年
度
決
算
認
定
五
件
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

一
さ
れ
ま
し
た
。

一
ま
た
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
に
朝
野
信
治
(
浜
経
由
三
七
一
)
、

一
椎
名
与
吉

(
弥
頭
寺
ニ
二
ニ
)
の
両
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
が
あ
り
ま
し

一

た。

3 月
一_.市議会一

報

一
歳

入

…

歳
入
に
つ
い
て

は
、
現
行
制
度
の

も
と
に
前
年
度
の

実
績
を
勘
案
し
て

総
額
四
億
四
千
九

百
十
六
万
九
千
余

円
が
計
上
さ
れ

た
。こ
れ
は
前
年
度

に
く
ら
べ
る
と
四

千
百
二
十
三
万
八

千
余
円
の
増
額
ハ
市
税
三
千
七
百
八
十

一
万
三
千
円
、
国
庫
支
出
金
千
四
十
三

万
余
円
、
市
債
三
百
七
十
万
円
ほ
か
)

と
な
る
。

一
歳

出

…

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
行

っ
た
給
与
改
訂
等
の
平
年
度
化
と
地
方

財
政
法
の
改
正
に
も
と
ず
き
、
学
校
給

食
調
理
員
三
十
九
人
、
栄
養
士
一

人、

、
/
圃

学
校
指
導
主
事

一
人
の
給
与
費
を
計
上

問
問
一
し
て
、

P
T
A
負
担
を
軽
く
し
た
。

別
腕
一
投
資
的
経
費
の
お
も
な
も
の
は
次
の

9
使

一よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
ま
た

年
郵
一

幻
種
一
は
こ
れ
以
外
の
工
業
高
校
の
誘
致
、
し

和

3
一
尿
処
理
場
の
建
設
、
魚
津
港
、
経
団
漁

昭
第
一
f
k
一
港
の
修
築
等
は
、
国
の
予
算
の
確
定
に

一
よ
っ
て
変
更
を
必
要
と
す
る
も
の
が
あ

一
る
と
予
想
さ
れ
る
。

一

学

校

)

一

こ

と

し

中
学
校
に
入
学
す
る
生
徒
は

け
一

前
年
よ
り
約
五
五

O
人
増
え
る
た
め
、

学
校
の
増
築
が
必
要
と
な
り
、
西
部
中

広市津魚

は
昭
和
お
年
度
に
お
い
て
千
七
百
万
円

(
鉄
筋
三
階
建
、
九
教
室
)
で
工
事
に

と
り
か
か
っ
た
が
、
東
部
中
は
昭
和
初

年
度
に
お
い
て
千
七
百
四
十
万
円
の
予

算
で
、
鉄
筋
三
階
建
(
一
部
鉄
骨
)
延

千
平
方
米
、
八
敬
室
を
増
築
す
る
。

ま
た
西
部
中
学
校
松
倉
分
校
は
、
一

激
室
と
廊
下
等
を
約
百
五
十
八
万
円
で

増
築
す
る
。

火
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

火
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
と
し

て
は
、
中
央
幹
線
街
路
事
業
に
二
千
万

円
、
区
域
内
の
整
地
、
測
溝
、
水
路
、

道
路
等
の
新
設
に
二
百
九
十
万
円
が
計

上
さ
れ
た
。

住

宅住
宅
建
設
費
と
し
て
は
、
公
営
住
宅

を
八
百
万
円
で
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建

二
十
戸
ハ
一
戸
二
十
九
平
方
米
〉
を
建

て
る
。

そ
の
ほ
か
消
火
用
水
路
改
良
十
五
万

円
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
購
入
費
四
十
余

万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

衛

生環
境
衛
生
を
よ
く
す
る
た
め
、
ゴ

ミ

集
め
の
迅
速
化
を
は
か
る
必
要
か
ら
新

た
に
七
十
三
万
円
で
ゴ
ミ
集
め
車
一
台

を
購
入
す
る
。

ま
た
下
水
道
事
業
で
は
七
百
三
十
万

円
で
下
水
道
管
の
布
設
等
を
す
る
(
本

新
、
東
小
路
、
新
金
屋
町
の
一
部
〉

失
業
対
策
事
業

失
業
対
策
事
業
の
総
額
は
、
千
九
百

五
十
余
万
円
で
、
お
も
な
事
業
は
、
街

路
、
河
川
清
掃
、

.じ
ん
あ
い
蒐
集
な
ど

に
百
九
十
六
万
円
、
道
路
補
修
百
五
十

万
円
、
排
水
路
整
備
工
事
に
約
六
百
五

十
万
円
、
道
路
新
設
お
よ
び
改
良
工
事

に
約
三
百
五
十
万
円
が
計
画
さ
れ
て
い

る。農

業農
山
漁
村
総
合
施
設
事
業
と
し
て
は

共
同
放
牧
場
、
共
同
利
用
農
機
具
、
集

荷
所
を
設
置
す
る
た
め
百
四
十
七
万
円

天
神
地
区
の
有
線
放
送
を
秘
話
式
に

改
良
な
ら
び
に
道
下
、
上
中
島
、
下
中

島
有
線
放
送
施
設
の
委
託
料
な
ど
に
百

十
一
万
円
。
農
業
指
導
所
移
転
に
七
十

万
円
。土
地
改
良
事
業
と
し
て
、
水
路
、
農

道
改
良
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
畦
畔
、
客
土

な
ど
に
、
六
百
余
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
奥
地
開
発
の
た
め
東
城
地

ま
た
木
造
平
家
建
の
委
託
住
宅
十
戸

(
建
坪
四
十
八
平
方
米
、
敷
地
百
九
十

平
方
米
)
を
千
万
円
で
建
て
希
望
者
に

分
譲
す
る
。

消

防消
防
庁
舎
は
下
村
木
地
内

ハ
旧
火
葬

場
跡
〉
に
昭
和
お
年
度
予
算
で
移
転
し

た
が
、
二
百
八
十
万
円
で
車
庫
を
建
て

る。一
な
案
一
助
産
・
葬
祭
費
に
千
円
支
給

-
4句

一

一
お
謙
一
国
保
条
例
を
一
部
改
正

。

財

政

再

建

計

画

の

変

更

れ

る

の

で
、
こ
れ
を
主
に
投
資
的
経
費

昭
和
お
年
度
に
お
い
て
は
、
市
税
七
ぷ
充
当
す
る
こ
と
と
し
て
計
画
を
変
更

J

日

」

。

百
十
五
万
円
、
地
方
交
付
税
千
三
百
八

1昭
和
初
年
度
計
画
に
お
い
て
、
市
税

十
五
万
円
、
財
産
収
入
五
万
円
、
雑
収
ニ
千
六
百
四
十
五
万
円
の
増
収
が
見
込

入
十
六
万
円
の
増
収
と
建
設
事
業
に
対
ま
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
主
と
し
て
投
資

す
る
特
定
財
源
の
増
減
な
ど
が
見
込
ま
的
経
費
に
充
当
す
る
こ
と
に
計
画
を
一

部
変
更
し
た
0

0
昭
和
お
年
度
一
般
会
計
追
加
更
正
予

算市
税
お
よ
び
地
方
交
付
税
等
の
増
収

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、
補
助
事
業
の
認

証
決
定
も
あ
っ
た
の
で
、
道
路
橋
梁
の

改
修
、
魚
津
港
、
経
田
漁
港
の
整
備
事

業
、
災
害
土
木
費
、
火
災
復
興
整
理
事

業
に
千
三
百
八
十
万
円、

予
算
外
負
担

に
よ
っ
て
施
行
し
た
上
中
島
小
学
校
増

改
築
、
生
徒
急
増
対
策
と
し
て
の
西
部

中
学
校
増
築
工
事
、
図
書
館
新
築
に
伴

う
敷
地
買
収
補
償
費
等
、
二
千
六
百
九

万
円
、
農
業
指
導
所
移
転
関
係
費
等

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
款
別
割
合

内
に
林
産
物
搬
出
林
道
新
設
に
二
十
五

万
円
、
造
林
間
伐
促
進
林
道
に
百
万
円

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

土

木湯
上

l
鹿
野
線
道
路
改
良
工
事
に
百

二
十
万
円
、
白
倉
健
道
改
良
費
六
十
万

円、

東
蔵
|
平
沢
橋
線
橋
梁
改
良
に
五

十
五
万
円
な
ど
が
計
上
さ
れ
た
。

災
害
復
旧
事
業

農
林
災
害
事
業
と
し
て
二

百
四
十
万

円
、
土
木
災
害
に
は
五
百
四
十
九
万
円

が
計
上
さ
れ
た
。

特
別
会
計
予
算
額

水
族
館
二
、
七
八
O
、
0
0
0円

(
前
年
度
よ
D
一
六
九
、
四
O
O円
増
)

上
水
道
二
八
、
二
七
八
、
九
二
五
円

(
h
γ

一
、
一
七
一
、
二
九
九
円
減
)

間
易
水
道

六
O
一
、
四
四
九
円

(

b

y

二
三
、

O
三
九
円
増
)

国
民
健
康
保
険
四
五
、
四
三
四
、
四
五
二
円

(
h
v

二
八
、
二
一
回
、
八
六
二
円
増
)

診
療
施
設
勘
定
二
、
三
七
O
、
六
九
五
円

(タ
一
九
五
、
六
九
五
円
増
)

農

業

セ

タ

技

術

向

上

の

ー
完
成

研

修

の

場
γ

」:・:・

、uu
‘

腸
チ
ブ
ス

予

防

注

射

腸
チ
プ
ス
予
防
注
射

を
次
の
よ
う
に
校
下
別

に
実
施
し
ま
す
。
該
当

者
は
満
三
才
か
ら
六
十

才
ま
で
の
方
で
、
料
金

は
無
料
で
す
。

注
射
場
所
は
そ
れ
ぞ

れ
の
小
学
校
で
時
間
は
午
後
一
時
か
ら

三
時
ま
で
行
い
ま
す
。
み
ん
な
そ
ろ
っ

て
受
け
ま
し
ょ
う
。

校

下

一

回

二

回

三

回

上

中

島

4

月

刊

日

げ

日

μ
日

住

吉

9

0

0

加

積

日

目

。

。

が
国
道
八
号
線
沿
い
相
の
木
地
内
に
建
町
西

布

施

グ

グ

釘

日

設
中
で
し
た
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し

一

天

神

h
q

日

目

。

E

S

o

m
上
野
方

h

q

h

ヴ

h
q

圃
鴎
圃
圃

J

h

aF

盟

構

造

は

木

造

二

階

建

、

ヱ

ム

白

倉

山

日

目

日

5
月

1
日

繭
量
り
一
階
は
二
百
平
方
米
、
二

一
片

貝

却

日

公

日

4

日

繭
階
は
百
七
十
平
方
米
で
、
一
階
に
玄

倉

1
2
0

聞

は

土

壌

調

査

室

、

展

示

研

修

室

、

右

回

目

日

5
月

1
日

8
日

闇

農

事
相
談
室
、
生
活
改
善
研
究
室
主
下

0

0

0

闘
二
階
に
は
大
研
修
室
、
図
書
室

え

犬

の

登

録

と

予

防

注

射

園

設

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

…

犬

の

登

録

と

狂

犬

病

予

防

注

射

は

、

社

会

通

信

教

育

園

総

工

費

は

、

土

壌
調
査
器
具
ご
前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
っ

圃

人

工

授

精
器
具
な
ど
の
備
品
を
含

γの
日
程
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。
犬
を
こ
れ
は
義
務
教
育
を
終
っ
て
高
等
学

園
め
て
四
百
五
十
万
円
で
、
農
業
指
…
お
持
ち
の
方
は
必
ず
近
く
の
場
所
で
受
校
へ
進
学
し
な
い
で
、
直
ち
に
就
職
す

圃

導
所
の
移
転
を
ま
っ
て
近
く
関
所
…
け
て
く
だ
さ
い
。

J

る
者
で
勉
学
に
志
ざ
す
も
の
に
対
し
青

闘

す

る

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

ず

7
日
H
加
積
農
協
前
(
前

9
時
半
|
年
学
級
と
な
ら
ん
で
教
育
す
る
社
会
教

・

闘

~

育

の

機

関

で

す

。

-
聞
な
お
家
畜
の
人
工
授
精
は
1
日
ん
後
4
時
)

-

聞

~

く

に

職

業
技
術
教
育
に
特
色
を
も

・

圃

か

ら

始

め

ま

す

。

}

マ

9
日
日
市
役
所
前
(
前
9
時
半

l
後

-

岡

市

っ

て

お

り

、

誰

れ

に

で

も

門

戸

が

開

放

闘

(

写

真

完
成
し
た
撃
一木
セ
ン

…

4

ち

さ

れ

て

、

ま

す

。

こ

の

教

育

は

所

定

の

・
聞

J

h

マ
印
日
日
経
団
連
絡
所
前
(
前

9
時

半

し

-

圃

タ

l

L

{

謀
程
を
多
了
し
で
も
資
格
の
付
与
は
あ

E

-

山

ー

後

1
時
〉

青
島
社
宅
前
(
後

2
時

{

~

り
ま
せ
ん
が
、
向
学
心
に
燃
え
技
能
を

~

|

4
時
〉

三
百
六
十
万
円
、
そ
の
ほ
か
市
税
還
所
有
者
は
、
市
長
に
種
付
を
願
い
で
る
}
マ
日
日
日
下
中
島
農
協
前
(
前
9
時
半

修
め
よ
う
と
す
る
青
少
年
が
多
数
利
用

付
金
、

雪
害
に
よ
る
応
急
措
置
費
、

厚

・こ
と
が
で
き
、
適
当
と
認
め
ら
れ
た
も
一

l
後

1
時
ご
ニ
ケ
亀
沢
喜
佐
松
宅
前
し
て
お
り
ま
す
。

明

文

部
省
が
認
定
す
る
通
信
教
育
機
関

生
年
金
還
元
融
資
に
よ
る
転
貸
金
等
ニ
の
に
つ
い
て
種
付
を
行
う
。
種
付
料
金
山
(
後

1
時
|
4
時
〉

千
十
六
万
円
。
や
む
を
得
な
い
経
費
あ
は
、
乳
牛
、
豚
は
千
四
百
五
十
円
、
和
一
マ
ロ
日
日
紀
念
社
宅
親
和
会
舘
前
(
前
は
次
の
と
お
り

~

秋

田

大

学
鉱
山
学
部
、
ラ
ジ
オ
教
育

わ
せ
て
六
千
三
百
九
十
万
円
を
追
加
更

牛
千
百
五
十
円
、
有
効
期
間
内
の
ニ
回
…

9
時
半
|
後

1
時
〉
上
村
木
公
民
館
研
究
所
、
国
際
文
化
カ
レ
ッ
ジ
、
東

正

し

た

。

以

後

の

種

付

料

金

は

三

百

円

と

な

る

。

一

前

ハ

後

2
時

|

4

時

〉

京

高

等
技
芸
学
校
、
日
本
英
語
教
育

の

費
用
は
予
防
注
射
は
こ

=0
円、

登

。
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

O
国

保

条

例

の

一

部

改

正

司

協
会
、
日
本
電
気
協
会
通
信
教
育
部

日
銀
料
は
三

O
O円
で
す
。

教
育
委
員
会
に
教
育
指
導
主
事

一

人

保

険

給

付

の

拡

大

を

は

か

る

た

め

条

山

音

楽

教

育

研

究

所

、

日

本

通

信
教
育

を
設
け
、
同
委
員
会
の
事
務
部
局
の
職
例
を
改
正
し
た
も
の
で
、

被
保
険
者
が

一

住

宅

金

融

公

庫

融

資

申

請

学
園
、
孔
版
技
術
研
究
所
、
電
気
学

員

数

を

九

人

と

し

た

。

出

産

し

た

と

き

は

、

そ

の

属
す
る
世
帯
一
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
昭
和
初
年
度
会
、
電
気
学
校
校
外
教
授
部
、
武
蔵

。
市
議
会
議
員
等
の
報
酬
、
費
用
弁
償

主
に
助
産
費
と
し
て
千
円

(
現
行
五
百
一
住
宅
資
金
の
融
資
申
請
の
受
付
を
し
て
野
美
術
学
校
、
電
波
技
術
協
会

の

一

部

改

正

}

円
〉
死
亡
し
た
と
き
は
葬
祭
ナ
行
う
者
山

区
長
に
つ
い
て
は
三
千
六
百
円

(
現

に

葬

祭
費
と
し
て
千
円
(
毛
百
円
込

市

民

税

の

個

人

申

告

書

行
二
千
四
百
円
〉、

学
校
医
は
三
千
互

い

を
支
給
す
る
o'

一

[

m

日

ま

で

提

出

を

|

百
円
(
h
q

二
千
五
百
円

)

に

日

日

・

ま

た

歯

科

補

て

つ

(

入

歯

)

、

入

院

一

か
ら
改
正
す
る
と
と
も
に
、
ま
ん
に
学
時
の
寝
具
費
を
解
除
し
た
。
(
入
院
時

一

こ

の

4
月
に
は
、
昭
和
初
年
度
市
民
ら
区
長
さ
ん
に
と
り
ま
と
め
て
い
た
だ

校
薬
剤
師
に
千
円
を
支
合
す
る
こ
と
と

一
税
の
国
人
申
告
書
を
出
し
て
い
た
だ
く
く
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、
来
る
叩
日

a

の

給

食

は

制

限

さ

れ

て

い

る

〉

{

ィ

し

た

。

?

」

と

こ

な

っ

て

い

ま

す

。

ま

で

区

長
さ
ん
へ
申
告
書
を
提
出
し
て

。
教
育
事
務
を
黒
部
市
に
委
託

{

t

。

家

畜

種

付

条

例

の

設

定

一

こ
の
申
告
は
、
市
民
税
を
賦
課
す
る
く
だ
さ
い
。

畜
産
奨
励
の
一
助
と
し
て
、
農
唯
一木
セ
従
来
の
東
部
中
学
校
四
布
施
分
校
を

…
際
に
重
要
な
役
割
を
し
ま
す
の
で
、
係
も
し
用
紙
の
配
布
も
れ
や
、
記
載
上

当
分
の
問
、
そ
の
入
学
校
を
東
部
中
学
一
で
は
皆
さ
ん
の
正
し
い
良
心
的
な
申
告
不
明
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
税
務
課

ン
タ
1
に
、
家
畜
の
人
工
授
精
に
対
す

日

校
の
本
校
ま
た
は
西
布
施
分
校
お
よ
び

山
を

期

待

し

て

い

ま

す

。

ま

た

は

連

絡

所

へ

申

し

で

て

く

だ

さ

る
施
設
を
完
備
し
、
家
畜
の
改
良
増

殖

黒

部
市
立
布
施
中
学
校
に
定
め
た
た
め

一

な

お
申
告
書
用
紙
は
、
広
報
と
同
時
い
。

を
は
か
る
た
め
条
例
を
設
け

た

。

布

施

中

学
校
に
入
学
す
る
生
徒
に
つ
い

一
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

提
出
に
つ
理
由
な
く
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合

こ
れ
に
よ
る
と
生
後
十
七
月
以
上
の
て
の
教
育
事
務
を
黒
部
市
に
委
託
す
る

叩
い
て
は
、

今
ま
で
個
人
が
直
接
市
役
所
は
扶
養
控
除
や
そ
の
他
の
控
除
が
さ
れ

雌
牛
、
生
後
九
月
以
上
の
雌
豚
な
ど
の
も
の
。

一へ

持
っ
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一二
げ

リ一一

ン

農
業
技
術
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、

の
研
修
施
設
と
し
て
農
業
セ
ン
タ
ー

い
ま
す
。

申
込
者
に
は
拍
せ
ん
な
し
に
融
資
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
貸
付
対
象

坪
数
は
木
造
は
四
十
六
平
方
米
、
耐
火

構
造
、
簡
易
耐
火
構
造
は
四
十
九
平
方

米
ま
で
に
限
定
さ
れ
ま
し
た
。

。
区
分
別
申
込
期
日

・
個
人
住
宅
H
第
一
回
は
4
月

5
日
か

ら
同
日
ま
で
、
第
二
回
は

7
月
初
旬

か
ら
中
旬
。

・
区
画
整
理
区
域
H
4
月

1
日
か
ら
5

月
別
日
ま
で
。

・
農
山、

漁
村
地
区
H
4
月

1
日
か
ら

お
日
ま
で
。

・
増
築
H
4
月
幻
日
か
ら
け
月
お
日
ま

で。「
ウ
グ
イ
」

許
可
な
く
捕
れ
な
い

角
川
の
「
ウ
グ
イ
」
は
、
呉
東
内
水

面
漁
業
協
同
組
合
の
許
可
な
く
捕
え
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
角
川
の
鹿
熊
、
金
山
谷
、
大

光
寺
地
内
で
の
採
捕
は
、
4
月
却
日
か

ら
5
月
日
日
ま
で
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。



る
た
め
に
保
険
料
を
納
め
て

い
な
け
れ日

最
近
、
農
業
の
曲
り
角
と
か
い
わ
れ
「
く
り
」

の
栽
培
に
つ

い
て
は
、
今

一

ば
な
ら
な
い
期
間
の
三
年
が
、

一
年
以
一

そ
の
構
造
改
革
が
強
く
さ
け
ば
れ
て
お
ま
で
も
普
及
奨
励
さ
れ
て
き
ま
し
た
が

一

上
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た。

一
り
ま
す
o

山
村
法
家
に
お
い
て
は
、
あ
ご
承
知
の
よ
う
に
在
来
種
は
、
最
近
急

一

こ
の
4
月
か
ら
昭
和
ぬ
年
5
月
ま
で

一
く
ま
で
そ
の
地
域
の
特
殊
性
を
生
か
し
速
に
ま
ん
延
し
て
き
た
「
く
り
た
ま
ば

一

は
、
事
故
が
起
る
前
ま
で
一
年
以
上
保

一
た
構
造
改
革
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ち
」
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
全
滅
の
状
態

一

険
料
を
納
め
て

い
て
、
ほ
か
の
期
間
が

一
考
え
ら
れ
ま
す
。

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く

一

免
除
で
あ
れ
ば
年
金
が
も
ら
え
ま
す
。
一

そ
の
た
め
に
は
、
本
市
全
面
積
の
七
と
、
今
後
の
「
く
り
」
栽
培
に
支
障
を

一

一
O
%
以
上
も
占
め
て
お
り
ま
す
広
大
な
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
県
で

町

。
死
亡
一
時
金
制
度
の
新
設

、一

泊
林
を
最
高
度
に
利
用
し
た
考
え
方
、
は
こ
の
対
策
と
し
て
「
く
り
た
ま
ば
ち

一

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人
が

-
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
非
企
業
的
な
」
に
絶
対
抵
抗
性
の
あ
る
新
品
種
に
切

一

…日
…
死

t
一
時
金
を
支
給

問

仁

咋

J
m
U
4
円
以
何
M

M
日

付

則

的

問

臼

れ

い

れ

A
一
制
限
竹
内
問

「

く

り

」

の

栽

培

弘

以

日

付

一

寄

付

…改

…

H
拠
出
制
国
民
年
金
H

一
人
増
え
る
ご
と
に
四
、
八
O
O
円
加

の
遺
族
に
死
亡

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま

一
り
い
れ
た
多
角

hj

ま
す
o

-

1

4

1

。
号
令
年
金
の
繰
上
げ
支
給

算
)

す

O

死
亡
し
た
人
が
三
年
以
上
五
年
未

一
法

同

法

奨

励

品

種

に

祁

助

種

刊

誌

矧

一
一
O
、
0
0
0円
文

化

町

時

間

老
令
年
金
は
、
印
才
ま
で
保
険
料
を

O
障
害
、
母
子
、
準
母
子
、
遺
児
年
金

満
納
め
て
い
た
と
き
は
1

五
、
0
0
0
一
っ
て
、
林
和
の
欠
点
と
さ
れ
て
お
り
ま
品
種
で
す
が
、
価
格
が
少
し
高
い
の
で一

ハ
と
め
死
去
に
よ
る
香
志
)

納
め
、
白
才
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

の

畏

給

資

格

を

緩

和

円

、
最
も
長
く
納
め
た
人
は
五

二
、
O
一

す
長
期
間
投
資
の
問
題
が
あ
る
程
度
打
こ
れ
の
普
及
奨
励
の
た
め
県
で
は
、
一

-

五
、

0
0
0円
舟

町

西

崎

幸
蔵

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
で
ま

O
才

障
害
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
を
受
け
O
O
円
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
関
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
低
本
に
つ
き
三
O
円
程
度
の
補
力
ど
す
る

一

(
父
諭
吉
死
去
に
よ
る
香
志
〉

に
な
れ
ば
、
希
望
す
る
と
き
か
い
い
ら

一
い
林
地
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
に
も
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す

O

L

一

三、

0
0
0円
小
川
寺

畠

山
荘
禅

れ
れ

れ

持

村

山

郡

引

円

〉

孫

を

扶

養

す

る

場

合

:

:

・

・

届

出

を

寸

幻
灯
い
て
は
、
第
二
次

総

合

開

発

林

町

訪

日

以

什

弘

司

で

市

浪

一
、
(

日

間

前

る

碍

寄

れ

衛

生
車

保
険
料
を
納
め
る
こ
は
が
で
き
な
か

日
無

拠

出

制

年

金

H

子
世
帯
に
は
年
金
が
支
給
に
な
り
ま
す
一

一
一
一
一
丸
町
脇
村
一
誠
一
括
眼
球

。
説

日

目

当

悦

円

マ

大

口

早

生

一
寄
れ

M
M比
一
一
一
寸
援
護
金
と
し
て

幻

人
に
も
老
令
年
金
カ
も
ら
え
ま

。

諮

問

時

孫
や
弟
妹
を
養
つ

詰

自

民

錦

町

駅

い

長

一

医

院

加

山
肌

引

け

け

三

件

M

∞閉
村何時
M

∞閉
山認
れ
|
配
制
引
制
州
|
↓

今
ま
で
は
十
年
以
上
保
険
料
を
か
け

て
い
る
場
合
で
も
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

死
亡
し
た
受
給
権
者
が
支
払
を
受
け

一
に
「
く
り
」
を
中
心
と
し
た
特
用
樹
の

八

O

円

一
休

館

日

た

、
も

す

2
の

え

ほ
か
は
免
除
さ
れ
て
も
白
才
か
ら
年
金
す
。
(
該
当
す
る
方
は
屑
け
出
る
こ
と
)
て
い
な
か
っ
た
米
支
給
の
年
金
は
、
遺

一
導
入
計
画
を
た
て
て
い
ま
す
。

一
ら

、

1
ま

突

ど

ま

そ

そ

の

支
給
の
該
当
に
な
り
ま
し
こ
が
、
こ
ん

O
母
子
福
祉
年
金
の
支
給
制
限
緩
和
族
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

D

r

i

l

l

-

-

-

l

i

l

i

-

-

i

l

u

か

は

月

。

充

な
い

よ

工

ど
は
十
年
以
下

一
年
以
上
川
掛
金
で
、

母
子
福
祉
年
金
を
受
け
る
資
格
の
あ

O
障
害
の
併
合
認
め
ら
れ
る

夫
の
乗
っ
て
い
た
船
が
沈
ん
だ
り
、

M
W
引一
行
財
一
眼

口

同

一

創

伝

的
才
か
ら
年
金
が
も
ら
え
ま
す。

る
人
も
缶
才
以
上
の
子
が
生
計
を
同
じ
現
在
身
体
障
害
の
あ
る
人
で
も
、
こ
行
方
不
明
に
な

っ
た
場
合
に
、
そ
の
夫

年

水

し
し

器

の
に

中

に

む

賠

く
す
る
世
帯
に
い
た
場
合
は
支
給
停
止

の
制
度
に
加
入
し
て
か
ら
障
害
に
あ
っ
か
三
ヶ
月
以
上
そ
の
生
死
が
不
明
の
場

昨

た

備

舘

園

物

と

月
県

し

ま

O
準
母
子
年
金
の
新
設

さ
れ
て
い
た
が
、
こ
ん
ど
は
義
務
教
育

た
ら
両
方
の
障
害
が
あ
る
も
の
と
し
て
合
に
、
年
金
支
給
上
、
死
亡
し
た
も
の

い
整

開

遊

建

こ

J
的

は

バ

祖
母
に
孫
が
育
て
ら
れ
て
い
る
と
か
を
終
っ
た
子
の
所
得
が
五
十
万
円
以
下

年

金

が

も

ら

え

ま

す

。

と

し
て
母
子
年
金
あ
る
い
は
母
子
福
祉

め

野

布

す

姉
に
弟
妹
が
育
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
場
合
で
、
日
才
以
下
の
子
が
い
る
母

O
母
子
年
金
の
場
合
の
死
亡
推
定

年

金

が

支

給

に

な

り

ま

す

。

た

長

配

ま

る

、
も
き

-EJi--‘、
JEE--〉
ZE--3・i
t
r
i
p
-
-
E
f
-
-
J
E
E
-
-
2・zip--21JE--・3ZBEEri--P・E・-
J
z
i
r
-
-
i
P
・E・-3EE---B・E・-‘
P
・E・-〉
..... ‘f
t
t
i
i
}
i
1
2
・・・・・‘
J
z
i
・f
i
〉
Z
Z
3

す

潟

に

ら

生
活
環
境
は
、
私
れ
ら
の
仕
事
と
し
て
は
、
ゴ
ミ
集
め
、

E
E
-
-
-園
田
E
E腫
謹
醸
彊
盟
国
置
置

と
な
っ
て
い
ま
す

。

介

新

ど
ひ

た
ち
の
心
身
に
作
用

下
水
溝
清
掃
、
下
水
道
、
し
尿
処
理
、

園

園

田

園

思

潮

欝

鐙

.

推

進

地

区

白

ケ

所

も

紹

、

な

ら

し
て
知
ら
な
い
う
ち
伝
染
病
予
防
な
ど
と
い
っ
た
も
の
が
あ
圃
圃
粗
鋼
圃
ヘ
ム
繍
総
綴
灘
鰯
幽
・

に
阜

所

か

に

大

き

な

影

響

を

与

げ

ら

れ

ま

す

。

閤

雌

圃

一v一一円

繍

麟

削

十

認

知

認

辺

諸

側

幅

広

唯

脅

え

ま

す

。

次

に

こ

れ

ら

の

あ

ら

ま

し

を

の

ベ

て

・

=

・

盤

機

織

畿

圏

り
ま
す
。
こ
れ
は
そ
の
重
要
性
が
認
哉

民

川

工
も

と
く
に
毎
日
生
活
み
よ
う
0

・5
i議
翠

.

さ
れ
、
部
落
ぐ
る
み
、
町

ぐ

る

み

で

環

弘

請

す
る
弔
た
ち
の
ま
わ

予

算

と

処

理

の

状

死

闘

一睡

三

九

隣

国

境

衛

生

を

よ

く

し

よ

う

と

す

る

現

れ

て

、

-
校

没

り
は
、
驚
く
ほ
ど
有

闘

い一一

期

J
…万一守
秘
機
隣
国
酒

掴
圃

あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

は

タ

学

埋

害
な
条
件
に

あ

り

ま

こ

と
し
の
市
の
予
算
を
み
る
と、

清

園
開
通

混

;
に
一一辺
機
幽

闘
齢
蘭
幽

推

進

地

区

の

大

半

は

、

婦

人

会

で

組

で

ス

小

た

す
。
こ
れ
ら
を
除
き
掃
費
は
百
十
五
万
円
で
、
ゴ
ミ
集
め
車
問
開
絞
機
総
陰

降

臨
圃
圃
圃
圏
圃

織
さ
れ
、
台
所
の
改
善
、
便
所
の
改
善

市

ポ

内

ま

健
康
を
ま
も
り
、
快

一
台
の
購
入
費
が
主
な
も
の
o

鼠

族

昆

輔

繍

麟

議

圃

園

圏

園

田

園

ヵ
、
ハ
工
、

Z
ミ
の

長

駆

除
、
大

の

県

4

適
な
生
活
を
営
む
上

虫

駆

除

費

は

二

十

二

万

円

で

防

疫

薬

剤

鹿

川

和

圃

圃

圃

圏

圏

掃
除
な
ど
を
行
い
、
住
み
よ
い
生
活
を

に
そ
の
改
善
を
は
か
代
が
主
は
も
の
で
す
o

田

副

魁

瞳

鋼

輔

闘

圃

闘

す
む

町

民

れ

れ

叶

V
四
万
三
T

ろ
う
と
す
る
の
が
環

そ
の
』
か
失
業
対
策
事
業
と

し

て

、

園

開

通

蓮

審

圏

・

・
園

人

で

九

%

が

入

っ

て

い

ま

す

。

境

衛

生

で

す

。

街

路

、

河

川
、
側
溝
の
清
掃
に
百
九
十
掴
掴
白
J
A一
献
議
、
ゲ
E
・
圃
・
圃
圃
圃

従
来
の
衛
生
は
、
万
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

』

顕

欝

ー一一一一泊
繍
塑
溢
圏
園
園
調
闘
圃
圃
盟

主
と
し
て
個
人
あ
る

一
日
に
み
な
さ
ん
の
家
庭
か
ら
排
出

田
臨
ヘ

議

翻

脳

臨

闇

園

田

い
は
家
庭
な
ど
衣
住

さ
れ
る
ゴ

ミ
の
量
は
平
均
し
て
、
ニ
キ

E
E
E
E聾
器
調
盟
副
富
司
畠
園
田
盟
国

の
問
題
を
中
心
と
し

ロ
と
い
わ
れ
て
い
ま
ず
か
ら
全
市
で
大

山
月
の
聞
に
適
当
に
薬
剤
撒
布
を
行
っ

た
も
の
で
し
た
が
、

へ
ん
ぼ
う
大
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
て
伝
染
病
予
防
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

今
日
で
は
一
歩
進
ん
市
で
は
市
街
に
重
点
を
お
き
、
こ
の

し
尿
処
理
に
つ
い
て
は
、
現
在
市
内

で
社
会
共
同
体
と
い
ゴ
ミ
を
自
動
車

一
台
、
手
車
六
台
ハ
人
に
四
業
者
が
六
台
の
衛
生
車
で
吸
み
取

う
こ
と
を
自
覚
し
て
夫
八
人
)
で
運
ん
で
い
ま
す
が、

一
日
り
を
し
て
、
自
家
貯
間
糟
、
農
家
環
元

よ
り
高
い
目
標
に
向
に
四
千
キ
ロ
程
度
し
か
処
理
す
る
こ
と
な
ど
で
し
尿
を
処
理
し
て
い
ま
す
が
賄

っ
て
進
ま
な
け
れ
ば
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
年
は
ゴ
ミ
集
め
草
い
き
れ
な
い
現
状
で
す
。

住
み
よ
い
町
.つ
く
り

一
台
が
増
え
る
の
で
少
し
は
緩
和
で
き

そ
こ
で
処
理
場
の
建
設
が

の
ぞ
ま
れ

が
で
き
ま
せ
ん
。

ま

す
。

て
い
ま
し
た
が
、
魚
津
、
黒
部
、
朝
日

環
境
衛
生
と
い

え

ヵ

、
ハ

エ
の
駆
除
に

つ
い
て
は
、
特

入
善
、
宇
奈
月
の
市
町
を
一

円
と
し
た

ば
非
常
に
範
囲
の
ひ

別
清
掃
区
域

ハ
旧
魚
津
町
お
よ
び
道
下
東
部
衛
生
処
理
組
合
の
発
足
を
み
て
、

ろ
い
も
の
で
す
が
、

下

野
方
、
経
田
の
一
部
)
は
、

撒
粉
機
お
よ
そ
九
万
人
を
対
象
と
し
た
規
模
の

市
で
行
っ
て
い
る

こ

に

よ
っ
て
空
地
、
下
水
等
を

4
円
か
ら

し
尿
処
理
場
が
近
く
つ
く
ら
れ
る
運
び

(2) (昭和削月13目)
第3種郵便物認可/

4 

月

も、

ら

実

施

い
よ
い
よ

4
月
か
ら
拠
出
制
の
国
民
年
金
が
発
足
し
ま
す
が
、
施
行
に

あ
た
っ
て
一
部
改
正

(
予
定
)
さ
れ
る
点
が
あ
り
ま
す
の
で
簡
単
に
お
知

ら
せ
し
ま
し
ょ
う
c

報広市津魚
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清掃車近く購入

健
康
で
住
み
よ
い
街
.つ
く
り
の
た
め

お
互
い
が
協
力
し
て、

一
歩

一
歩
進
ん

で
行
き
た
い
も
の
で
す
。

(
写
真
上
、
市
街
で
の
ゴ
ミ
集
め
、

下
、
部
搭
ぐ
る
み
で
側
溝
の
清
掃
)

1
日
か
ら
ひ
ら
く

水
族
舘
・
埋
没
林
舘

一

戸

当

り

一

-
六
匹

去
る
2
月
日
日
か
ら
実
施
し
た
「
ね

ず
み
駆
除
運
動
」
は
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ

っ
て
よ
い
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た。

こ
の
期
間
中
に
届
け
ら
れ
た

「
ね
ず

み
」
は
市
内
で
、
一

万
五
千
匹
に
の
ぼ

り
、
こ
れ
は

一
世
帯
当
り
一

・
六
匹
を

捕
ま
え
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し、

こ
れ
は
ね
ず
み
の
数
か
ら

み
れ
ば
わ
ず
か
で
、
今
後
と
も
「
ね
ず

み
」
退
治
に

つ
と
め
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。
各
農
協
、
団
体
な
ど
に
届

出
ら
れ
た
捕
か
く
ね
ず
み
数
と

一
戸
当

り
捕
か
く
数
は
次
の
と
お
り
。

魚

津

一

、
ニ
九
五

O
、
四

下
中

島

一

、
一
九
七

二
、
五

上
中

島

五

九
五
一
、

七

「
ね
ず
み
」

を

退

治

松

倉

豆
O
三
一
、

二

上
野
方

六

六

O

二
、
六

下
野
方

一
、
O
三
ニ

一
、

一

片

員

六

九

一
一
、

七

加

積

九
五

O

一
、
四

紀
念
社
宅

八
二
一

三、

七

青
島
社
宅

一
一
O
一
、
一

道

下

一
、
四
五
四

一
一

四

経

団

三

、

二
ハ
一
三
、
ニ

天

神

て
一

九
八

豆
、

一

西
布
施

て

四
O
O

三
、
五

計

一
玉
、
O
五
O

て

六

ね
ず
み
退
治
に
使
用
さ
れ

た
も

の

は、

薬
剤
で
は
ラ
テ
ミ

ン
、
フ

ラ
ト
l

戸
、
メ

リ
ネ
コ
、
ノ

ッ
ク
ラ

ッ
ト
器
具

で
は
カ
ゴ

、
〆
チ

ン
コ
な
ど
が
多
く
使

わ
れ
た
よ
う
で
す
。

4
月
1
日
か
ら
被
保
険
者
証
が
新
し

に
増
加
し
ま
し
た
。

く
な
り
ま
す
か
ら
次
の
こ
と
に
注
意
願
マ
被
保
険
者
証
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ

い
ま
す
。

(
旧
被
保
険
者
証
無
効
)

た
ら
叩
日
以
内
に
届
け
で
る
こ
と
に

マ
旧
被
保
険
者
証
は
お
手
数
と
は
思
い
な
っ
て
い
ま
す
。

(
被
保
険
者
証
と

ま
す
が
、
早
自
に
区
長
に
お
渡
し
く

印
鑑
持
参
の
こ
と
)

だ
さ
い
。

マ

新

被
保
険
者
証
の
記
号
は
次
の
よ
う

(
区
長
は

4
月
山
日
ま
で
旧
被
保
険
に
変
り
ま
し
た
。

者
証
を
と
り
ま
と
め
て
保
険
衛
生
課
魚
い
日
魚
津
一
区
魚
ろ

H
8
二
区

ま
た
は
連
絡
所
へ
提
出
す
る

州

U
H
H
H

魚
は

H
O
三

区

魚

に

H
O

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
さ

れ
甲
本
山
引
川

四
区
魚
ほ
H
道
下

魚

へ

H

マ
新
保
険
者
証
に
内
容
の
誤
り

山

叩

刊

川

下

野

方

魚

と
H
経

団

魚

ち

記
載
も
れ
が
あ
っ
た
ら
、
印
川
川
川
川
d
川

日
加
積
魚
り
日
下
中
島
魚

鑑
と
新
被
保
険
者
証
を
持
っ

訓
川
リ
ー
早
川
H

川

ぬ
川
上
中

島

魚

る

日
上
野
方

て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

山

主

鮮

魚
を
日
片
貝
魚
わ
H
天
神

マ
保
険
税
の
被
保
険
者
割

(人

H
H
H
H
H
H
魚
か
H
西

布

施

魚

よ
H
松
倉

員
割
)
は
4
月
1
日
現
在
の
人
員
数

マ
出
漁
の
た
め
、
船
員
保
険
の
保
険
者

を
対
象
に
し
ま
す
の
で
、
新
被
保
険

証
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
至
急
届
け

者
証
を
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

出
て
く
だ
さ
い

(市
の
被
保
険
者
証

マ
歯
科
補
て
つ
(
入
歯
〉
も
社
会
健
康

と
印
鑑
持
参
の
こ
と〉

保
険
と
同
じ
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
マ
保
険
税
第

一
期
分
の
納
期
は

4
月
初

入
院
の
際
の
寝
具
設
備
も
解
除
し
ま

日
で
す
。
お
忘
れ
な
く
納
め
て
く
だ

し
た

。

さ

い

。

マ
助
産
、
葬
祭
費
は
一
件
あ
た
り
千
円

産
業
会
舘
募
金
状
況

(
3
月
初
日
現
在
)

マ
市
外
篤
志
者

一
O
万
円
東
京
都
吉
川

与
吉

二
万

円

。

木
下
八
次
郎

二
万

円

。

淵

本

外

次

郎

二

万

円

大

阪

市

魚

岸

昭
二

一
万

円

東

京

都

宮

川

千
代

一

万

円

。

岩

城

利

吉

一
万
円

。

大

崎

三
郎

一

万

円

。

関

口

与

蔵

一

万

円

。

寺

崎

勝

久

一
万

円

。

五
十
里
久
吉

五
千

円

。

御

坂

正

範

三
千

円

。

大

崎

栄
吉

(
ほ
か
に
都
内
募
金
懇
請
の
際
貸

切
自
動
車
四
日
間
提
供
)

累

計

九

七

万

八

千

円

マ
市
内
篤
志
者

一
O
万

円

東

蔵

大
江

源

治

一
O
万
円

魚
津
温
泉
黒
崎
直
作

累
計

三
一

万
四
千
円

マ
商
工
業
団
体

一八
万
円

酒
小
売
販
売
組
合

一
五
万
円

チ
ャ
ッ
ク
加
工
関
係

四
万
円

ク
リ
ー
ニ

ン
グ
組
合

七
万
六
千
円

歯
科
医
師
会
そ
の
他

累
計

て
七
二
五
万
円

マ
漁
業
団
体

一O
万
円

一
O
万
円
魚
津
水
産
株
式
会
社

累

計

二

O
万
円

マ
一
般
寄
付
八
百
万
円
の
内
入
金
分

七
一
万

一
千

円

魚

津

地

区

一
四
万
三
千
円

下
中
島
地
区

一一一
一万

二

千

円

上

中

島

地

区

一
八
万
七
千

円

松

倉

地

区

五
三
万
円

下

野
方
地
区

七
万
三
千
円

上
野
方
地
区

一

九

万

五

千

円

道

下

地

区

一
六
万
二
千
円

加
積
地
区

一
三
万
六
千
円

片
貝
地
区

累

計

二
三
五
万
九
千
円

総

計

一一
、
六
七
四
万
二
千
円

マ
募
金
を
完
納
さ
れ
た
区

魚
津
H
鴨
川
、
下
新

一、

八
幡
区

上
中
島
H
吉
野
、
升
方
、
升
田
、
出
区

下
野
方
H
本
江

一
、
木
江一一

、
本
江
新

町
、
友
道

一、

友
道
一
一、

友
道
三
、

友
道
五
、
友
道
本
町
、
友
道
栄
町
、

文
化
町
て
文
化
町一一、
大
光
寺
二
区

加
積
H
吉
島
六
区

道
下
H
村
木
十
六
区

そ
の
ほ
か
、
内
外
タ

イ
ム
ス
社
富
樫

長
英
氏
は
、
都
内
募
金
に
際
し
、
ご
高

配
を
賜
り

一
月
お
よ
び
三
月
の
ニ
回
寄

付
金
を
取
ま
と
め
ご
持
参
い
た
だ
き
ま

じ
た
。ま
た
東
京
都
豊
島
区
米

山
豊
次

氏

は、

区
内
の
募
金
の
取
ま
と
め
を
自
発

的
に
お
申
出
に
な
り
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

富
山
県
鮭
鱒
漁
業
組
合


